
課題設定
や取材

構成 記述 推敲 交流

12 10

かるたをつく
ろう（あつま
れ，ふゆのこ
とば）

◎経験したこ
とから冬の言
葉を集める。

リズムを考え
ながら，短い
文で読み札を
作る。

語と語のつな
がりに注意し
てかるたの文
を書く。

読み返し，表
現が適切か，
誤字脱字はな
いかなどを確
かめる

かるたを見せ
合ったり，か
るたで遊んで
楽しんだりす
る。

冬の言葉を集
め，かるたの
文を書く。

12 8

好きな本を紹
介しよう（ず
うっと，ずっ
と，だいすき
だよ）

題名や登場人
物，出来事な
ど本の紹介に
必要な事柄を
集める。

本の紹介に必
要なことを理
解して，紹介
カードに書
く。

文と文のつな
がりに気を付
けて紹介する
文章を書く。

読み返し，表
現が適切か，
誤字脱字はな
いかなどを確
かめる。

書いたカード
を読み合い，
感想を伝え
る。

読んだ本につ
いて，好きな
ところを紹介
する。

3 10

思い出して書
こう（いいこ
といっぱい一
年生）

経験したこと
から書く題材
に必要な事柄
を集める。

事柄の順序に
沿って簡単な
構成を考え
る。

◎文と文との
続き方，句読
点やかぎの使
い方に注意し
て書く。

文章を読み返
す習慣を付
け，間違いな
どに気づき，
正す。

書いたものを
読み合い，感
想を伝え合
う。

一年間を振り
返り，思い出
のアルバムを
作る。

音読
説明的な
文章の解
釈

文学的な
文章の解

釈

自分の考
えの形成
及び交流

目的に応
じた読書

6 8

写真や絵で確
かめながら読
もう（くちば
し）

文章の構成が
意識できるよ
うに役割読み
をする。

◎説明の順序
を考えながら
内容の大体を
読む。

文章の内容と
自分の経験を
結び付けて，
感想をもつ。

生き物の本や
図鑑を探した
り読んだりす
る。

特徴や働きに
着目して読み
取り，くちば
しクイズを作
る。

10 10

想像を広げな
がら読もう
（くじらぐ
も）

場面の様子が
表れるように
音読する。

◎登場人物の
行動を中心に
想像を広げな
がら読む。

書いたものを
読み合って，
感想を伝え合
う。

想像を広げて
読み，くじら
ぐもに手紙を
書く。

11 9

自動車のすば
らしいところ
を見つけよう
（じどう車く
らべ）

書かれている
内容を考えな
がら音読す
る。

説明の順序を
考えながら内
容の大体を読
む。

◎自動車のす
ばらしいとこ
ろをたくさん
見つけて，伝
え合う。

自動車につい
ての本や図鑑
を読む。

自動車のすご
いところを見
つけて，自動
車図鑑を作
る。

12 8

好きな本を紹
介しよう（ず
うっと，ずっ
と大すきだ
よ）

語のまとまり
や言葉の響き
の気をつけて
音読する。

◎登場人物の
行動を中心に
想像を広げな
がら読む。

お話と自分の
経験とを結び
付けて読む。

知らせたい本
を選んだり，
友達の紹介し
た本を読んだ
りする。

読んだ本につ
いて，好きな
ところを紹介
する。

2 12

動物の赤ちゃ
んのすばらし
いところを見
つけよう（ど
うぶつの赤
ちゃん）

書かれている
内容を考えな
がら音読す
る。

時間的な順序
を考えながら
内容の大体を
読む。

◎動物の赤
ちゃんのすば
らしいところ
をたくさん見
つけて，伝え
合う。

動物の赤ちゃ
んについての
本や図鑑を読
む。

動物の赤ちゃ
んのすばらし
いところを見
つけて，動物
図鑑を作る。

国語科単元指導計画表【第１学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第１学年】「Ｃ読むこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・題

材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な
言語活動



課題設定
や取材

構成 記述 推敲 交流

4 4

書くことをき
めて，知らせ
よう（今週の
ニュース）

◎身近な出来
事から書くこ
とを決める。

事柄の順序に
沿って，出来
事の文と詳し
く説明する文
を書く。

事柄の順序に
沿って，文と
文とつながり
を考えて書
く。

主述をはっき
りさせ，読み
手にわかりや
すい文章に
なっているか
確かめる。

書かれた内容
についての感
想をもって伝
える。

友だちに知ら
せたいことを
書く。

7 10

物語を読ん
で，紹介文を
書こう
（黄色いバケ
ツ・お話の国
の友だち）

読みたい本を
選び，登場人
物の人柄を説
明するのに必
要な情報を集
める。

紹介文に必要
な事柄を整理
して書く。

書いた文を音
読し，表記の
誤りや主述の
誤りを直す。

紹介文を読み
合い，会いた
い人物につい
て自分の思い
をもつ。

物語を読ん
で，好きなと
ころやよかっ
たところを紹
介する。

9 12

読んで考えた
ことを書こう
(どうぶつ園
のじゅうい)

示された観点
で，題材を選
んで書く。

「はじめ・
中・おわり」
の構成で文章
を書く。

文と文のつな
がりや，句読
点・かぎ括弧
を正しく使っ
て書く。

文と文のつな
がりや，句読
点・かぎ括弧
の使い方の誤
りを直す。

自分の経験と
結び付けて感
想を書く。

1 12

知っているこ
とをつなげて
読もう
（おにごっ
こ）

経験したこと
などから書く
ことを決めて
書く。

示された構成
を使って書
く。

指示語や接続
語を活用して
書く。

書いた文を音
読し，表記の
誤りや主述の
誤りを直す。

書いた説明文
を読み合って
感想をもつ。

遊び方や遊び
方の決まりを
紹介文を書い
て紹介する。

音読
説明的な
文章の解
釈

文学的な
文章の解
釈

自分の考
えの形成
及び交流

目的に応
じた読書

6 14

お話を読ん
で，感想を書
こう（ｽｲﾐｰ）

語のまとまり
や言葉の響き
に気を付けて
音読する。

◎場面の様子
や人物の行
動・会話を読
み取り，ｽｲﾐｰ
の気持ちを想
像する。

文章中の大事
な言葉や文を
書き抜き，ｽｲ
ﾐｰに言ってあ
げたいことを
書く。

レオ＝レオニ
の他の作品を
興味をもって
読む。

想像を広げな
がら読み，感
想を書く。

7 10

物語を読み，
紹介文を書こ
う（黄色いバ
ケツ・お話の
国の友だち）

きつねの子の
気持ちが伝わ
るように音読
する。

◎場面の様子
や登場人物の
行動をもと
に，きつねの
子の心情を読
み取る。

黄色いバケツ
の好きなとこ
ろやよかった
ところを紹介
する。

楽しく読めそ
うな本を選ん
で読む。

登場人物の行
動に着目して
読み取り，好
きなところや
よかったとこ
ろを紹介す
る。

9 12

読んで考えた
ことを書こう
（どうぶつ園
のじゅうい）

◎時間的順序
や事柄の順序
を考えながら
読み取る。

友だちの感想
を読み，よい
ところを見つ
ける。

興味のある科
学読み物を読
む。

順序を考えな
がら読み，感
想を書く。

10 12

音読げきをし
よう
（お手紙）

人物の様子や
気持ちが表れ
るように音読
する。

◎人物の行動
や会話を中心
に想像を広げ
ながら読む。

音読発表会を
して，友だち
のよいところ
を伝え合う。

ローベルの他
の作品を読
む。

人物の気持ち
がよく分かる
ような音読げ
きをする。

10 10

くらべて読も
う！本の中の
あの子とわた
し
（わたしはお
ねえさん）

語のまとまり
や言葉の響き
に気を付けて
音読する。

◎登場人物の
行動や場面の
様子を自分と
比べながら読
む。

心に残った言
葉や文を書き
抜き，手紙を
書く。

シリーズ本や
同年齢の子ど
もが登場する
本を読む。

登場人物と自
分を比べて読
み，登場人物
に手紙を書
く。

1 12

知っているこ
とをつなげて
読もう
（おにごっ
こ）

◎接続語や指
示語に着目し
て，説明の順
序を考えなが
ら読む。

書かれている
ことと，自分
の経験を結び
付けて読む。

遊び方や遊び
方の決まりを
紹介文を書い
て紹介する。

国語科単元指導計画表【第２学年】「Ｃ読むこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第２学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動



課題設定
や取材

構成 記述 推敲 交流

7 12

ほうこくする
文章を書こう
（気になる記
号）

身近な記号
を調べるた
めに，必要
な情報を集
める。

自分の考え
が明確にな
るように，
段落相互の
関係に注意
する。

◎報告書を
読み合い，
文末表現や
使い方を確
かめる。

報告書を発
表し合い，
書き手の考
えについて
意見を述べ
合う。

疑問に思っ
たことを調
べ，報告書
を書く。

11 7

せつめいのし
かたを考えよ
う
（すがたをか
える大豆・食
べ物のひみつ
を教えます）

身近な食べ
物から書く
ことを決
め，必要な
情報を調べ
る。

段落相互の
関係に注意
して文章を
書く。

◎説明した
い事を理由
や事柄を挙
げて書く。

収集した資
料を使って
説明する文
章を書く。

2 16

報告書を書こ
う
（本で調べて
ほうこくしよ
う・自分の言
葉でまとめ
る）

◎本やイン
タビューな
どから，書
くために必
要な事を調
べる。

段落相互の
関係などに
注意して報
告書を書
く。

報告したい
ことの中心
を明確に
し，理由や
事例を挙げ
て書く。

報告書を発
表し合い，
書き手の考
えの明確さ
について意
見を述べ合
う。

収集した資
料を効果的
に使って説
明する文章
を書く。

音読・効
果的な読
み方

説明的な
文章の解
釈

文学的な
文章の解
釈

自分の考
えの形成
及び交流

目的に応
じた読書

5 10

読んで感想を
もとう
（イルカのね
むり方・あり
の行列）

内容の中心が
よくわかるよ
うに音読す
る。

事実と意見と
の関係に注目
して読む。

文章の要点や
細かい点に注
意しながら読
む。

説明文の内容
や書かれ方に
ついて感想を
書く。

6 10

読んで考えた
事をつたえよ
う
（海をかっと
ばせ）

場面の様子が
よくわかるよ
うに音読す
る。

中心となる語
や文をとらえ
て，段落相互
の関係を考え
て読む。

登場人物の行
動や情景を，
想像を広げな
がら読む。

書いたカード
を読み合い，
一人一人の感
じ方に違いが
あることに気
付く。

登場人物の人
柄を読み取
り，物語紹介
カードを作
る。

9 12

物語の感想を
まとめよう
（ちいちゃん
のかげおく
り）

場面の様子が
よくわかるよ
うに音読す
る。

◎登場人物の
行動を中心
に，想像を広
げながら読
む。

感想の書き方
を比較し，意
見を伝えあ
う。

自分の考えを
明確にして感
想を書く。

10 9

とんち話を楽
しもう（三年
とうげ）

内容の中心や
場年の様子が
よくわかるよ
うに音読す
る。

中心となる文
をとらえて，
段落相互の関
係を考えて読
む。

◎登場人物の
行動や会話を
中心に，想像
を広げながら
読む。

文章の要点や
細かい点に注
意しながら読
み，引用す
る。

いろいろなと
んち話の本を
選んで読む。

色々なとんち
話を楽しみ，
とんちブック
を作る。

11 7

説明の仕方を
考えよう
(すがたをかえ
る大豆・食べ
物のひみつを
教えます）

内容の中心が
よくわかるよ
うに音読す
る。

中心となる語
や文に注目し
て要点をまと
め，小見出し
をつける。

説明の仕方に
注意して読
み，文章を要
約する。

すがたをかえ
る食べ物の本
を選んで読
む。

国語科単元指導計画表【第３学年】「Ｃ読むこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第３学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動



課題設定や取
材

構成 記述 推敲 交流

6 12

調べたことを報
告する文章を書
こう（読書生活
について考えよ
う）

◎アンケート
を作り書くう
えで知りたい
ことを調べ
る。

段落相互のか
かわりを考え
て構成する。

書くことの中
心を明確にし
て，理由や事
例を挙げて書
く。

文章の間違い
を正したり，
より良い表現
に書き直した
りする。

書いたものを
発表し合い，
考えを交流す
る。

アンケートを
して調べ，図
表を使って整
理して書く。

11 15

説明の仕方につ
いて考えよう
（仕事リーフ
レットを作ろ
う）

内容を伝える
のに必要な写
真を撮り取材
をする。

◎内容のまと
まりごとに段
落に書き分け
る。

書くことの中
心を明確にし
て，理由や事
例を挙げ文章
に対応した写
真を用いて書
く。

敬体と常体が
混在しないよ
うに書く。

書いたものを
紹介し，良さ
を伝え合う。

説明の工夫に
ついて，考え
てまとめる。

12 9

物語を読んで感
想文を書こう
（三つのお願
い）

物語を読ん
で，自分の経
験や体験と重
ねて考えたこ
とを書く。

考えと根拠の
関係に注意し
ながら，段落
相互の関係に
気をつけて書
く。

◎自分の考え
を述べるため
の根拠を挙げ
て書く。

より良い表現
にするため
に，書いたも
のを見直す。

書いたものを
読み合い，書
き手の思いや
考えの明確さ
について感想
を伝える。

物語を読ん
で，感想文を
書く。

音読
説明的な文章

の解釈
文学的な文章

の解釈
自分の考えの
形成及び交流

目的に応じた
読書

5 12

読んで自分の考
えをまとめよう
（大きな力を出
す）（動いて，
考えて，また動
く）

内容の中心が
よく分かるよ
うに音読す
る。

◎文章全体の
構成に着目し
て，事実と意
見の関係をと
らえて，段落
相互の関係を
考えて読む。

筆者の考えに
対する自分の
考えを発表
し，感じ方の
違いに気づ
く。

工夫して，自
分の求める答
えを探し出し
た人のことを
書いた本を読
む。

力を発揮する
ことについて
書かれた本を
読み，自分の
考えをまとめ
る。

7 10

物語を読んで
しょうかいしよ
う
（一つの花）

場面の様子が
よく分かるよ
うに音読す
る。

◎会話や心情
表現，行動に
着目し，人物
の気持ちを考
える。

物語の紹介の
仕方から，一
人一人の感じ
方の違いがあ
ることに気づ
く。

戦争や平和を
テーマにした
物語から，紹
介したい本を
選んで読む。

戦争や平和を
テーマにした
物語を読み，
紹介する。

10 12

心のつながりを
読もう
（ごんぎつね）

場面の様子が
よく分かるよ
うに音読す
る。

登場人物の性
格や気持ちの
変化・情景な
どを，叙述を
もとに想像し
て読む。

◎文章を読ん
で考えたこと
を発表し合い
一人一人の感
じ方の違いが
あることに気
付く。

心の通い合い
をテーマにし
た物語を選ん
で読む。

心の通い合い
をテーマにし
た物語を読
み，考えたこ
とを話し合
う。

11 8

説明のしかたに
ついて考えよう
（アップとルー
ズで伝える）

内容の中心が
よく分かるよ
うに音読す
る。

目的に応じ
て，それぞれ
の段落が文章
全体の中でど
のような役割
を果たしてい
るかを考えて
読む。

写真と本文と
の対応や，段
落相互や文章
中の対比的な
表現に気づ
く。

雑誌や新聞な
どを読み，写
真と文章との
対応を確かめ
る。

説明的文章を
読み，説明の
工夫について
考えてまとめ
る。

12 9

物語を読んで，
感想文を書こう
(三つのお願い)

場面の様子が
よく分かるよ
うに音読す
る。

登場人物の性
格や気持ちの
変化・情景な
どを，叙述を
もとに想像し
て読む。

文章を読んだ
感想を交流し
一人一人の感
じ方の違いが
あることに気
付く。

他の感想文を
読む。

物語を読んで
感想文を書
く。

1 10

科学読み物を
しょうかいしよ
う
（ウナギのなぞ
を追って）

内容の中心が
よく分かるよ
うに音読す
る。

資料と文章を
対比させなが
ら，段落相互
のつながりや
事実と考察と
の関係を考え
て読む。

◎目的や必要
に応じて情報
を区別し，要
約をする。

科学読み物を
選んで読む。

科学読み物を
しょうかいす
る。

国語科単元指導計画表【第４学年】「Ｃ読むこと」

月
指
導
時
数

単元名
（教材・題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第４学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動



課題設定
や取材

構成 記述 推敲 交流

7 10

自分の活動を
振り返り，報
告する文章を
書こう ～４
年生に報告～
(活動報告書）

委員会活動な
ど，４年生に
報告したい
テーマを決定
し，資料を集
める。

知らせたい
ことを整理
し，活動メ
モを作成す
る。

◎構成メモを
基に，活動報
告書の下書き
を書く。

同じテーマの
グループで読
み合わせ，ア
ドバイスを基
に下書きを修
正する。

友達の書き
方の工夫や
良さなど観
点を示して
感想を述べ
合う。

活動を報告
した文章を
書く。

11 4

資料を用いて
説明しよう
(グラフや表を
引用して書こ
う)

くらしについ
て考えを整理
し，必要な資
料を収集・整
理する。

①意見とそ
の理由②理
由を裏付け
る資料の提
示とそこか
ら読み取れ
ること③結
論を構成メ
モにする。

◎引用した
り，図表やグ
ラフなどを用
いたりして，
自分の考えが
伝わるように
書く。

小グループで
読み合わせ，
アドバイスを
基に下書きを
修正する。

考えや文章
の書き方，
表やグラフ
の用い方に
ついて意見
や感想を述
べ合う。

自分の課題
について調
べ，意見を
記述した文
章を書く。

音読
効果的な
読み方

説明的な
文章の解

釈

文学的な
文章の解

釈

自分の考
えの形成
及び交流

目的に応
じた読書

5 7

筆者の考えを
とらえ要旨を
まとめよう
（見立てる・
生き物は円柱
形）

筆者の主張が
伝わりやすい
ように，声の
速さや間の取
り方に気をつ
けて読む。

◎筆者の主張
を文章の組み
立てを考えな
がら読み，自
分の考えをも
つ。

要旨をまと
めたものを
読み合う。

文章の重要
な点を表現
に即して的
確に押さ
え，まとめ
る。

6 10

伝記を読ん
で，儀兵衛の
生き方につい
て考えよう
（百年後のふ
るさとを守
る）

いろいろな
人の生き方
に学ぶため
に複数の本
を読む。

物語と説明や
筆者の考えと
の部分を区別
して読む。

◎儀兵衛の
生き方につ
いて考えを
発表し合
い，自分の
考えを広げ
たり，深め
たりする。

同じ種類の
本や文章か
ら，目的に
応じ，より
適切なもの
を選ぶ。

伝記を読
み，儀兵衛
の生き方に
ついて考え
る。

11 8

筆者の伝えた
いことを読
み，自分の考
えをまとめよ
う （天気を
予想する）

文章構成の
工夫をとら
えるため
に，他の説
明的な文章
と比べなが
ら読む。

◎資料の意図
を考え，説明
の工夫を考え
ながら読む。

筆者の主張
や根拠など
に対して自
分なりの考
えをまと
め，読み合
う。

筆者の伝え
たいことを
読み，自分
の考えをま
とめる。

1 8

身近な例に置き
換えて読み，自
分の経験と関連
付けて考えよう
（ゆるやかにつ
ながるインター
ネット）

身近な例に
置き換えて
読む。

◎自分の経験
と関連付けな
がら読み，自
分の考えを明
確にする。

インター
ネットによ
る人とのつ
ながりにつ
いて，自分
の考えを発
表し合う。

身近な例に
置き換えて
読み，自分
の経験と関
連付けて考
える。

2 7

人物の生き方
や考え方をと
らえ，読書の
世界を広げよ
う（わらぐつ
の中の神様）

叙述を基に人
物の心情を想
像して音読す
る。

同じ作者の
作品を比べ
ながら読
む。

◎登場人物の
相互関係に基
づいて，心情
や場面の描写
をとらえる。

交流して，
友達の感じ
方との共通
点や相違点
に気付く。

気に入った
作品を紹介
するため
に，複数の
作品を比べ
て読む。

同じ作者の
作品を比べ
て読み，選
んだ作品の
魅力を紹介
する。

国語科単元指導計画表【第５学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・
題材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第５学年】「Ｃ読むこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・題

材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動



課題設定や
取材

構成 記述 推敲 交流

9 12

５年生に修学
旅行のよさを
伝えるパンフ
レットを作ろ
う
(ようこそ，わ
たしたちの町
へ)

◎書くことを
決める際，い
くつかのこと
を比較した
り，関連付け
たりして課題
意識を明確に
する。

目的に応じ
て，簡単に書
いたり詳しく
書いたりす
る。

図表やグラフ
の特徴，効果
を考えて用い
る。

他の人の文章
について，目
的に照らして
よりよくする
ためのコメン
トする。

修学旅行のパ
ンフレットを
作り，５年生
に紹介する。

10 14

自分の考えを
明確に伝えよ
う
(平和について
考える・平和
のとりでを築
く)

情報収集の方
法のいくつか
を知り，用い
る。

自分の考えや
意見とは異な
る立場に立つ
他者の存在を
意識し，構成
を工夫して書
く。

◎注や引用な
どの情報を加
えて，意見が
説得力をもつ
ように書く。

効果を意識し
て，引用や表
現を工夫す
る。

構成を考えな
がら，相手に
意見が明確に
伝わる意見文
を書く。

1 7

随筆を書こう
(自分を見つめ
直して)

家庭・学校・
社会など，広
い範囲から書
くことを決め
る。

◎出来事など
の描写と自分
の感想を書き
分ける。

アドバイスを
もとに，推敲
する。

随筆の特徴に
沿って文章が
書けている
か，互いにア
ドバイスす
る。

小学校生活の
思い出をまと
めよう。

音読
効果的な読み

方
説明的な文章

の解釈
文学的な文章

の解釈
自分の考えの
形成及び交流

目的に応じた
読書

5 7

文章と対話し
ながら読み，
自分の考えを
もとう
(感情・生き物
はつながりの
中に)

◎筆者の意図
をとらえる。

交流すること
の意味を見出
だし，友達と
の共通点や相
違点を明らか
にしながら，
自分の考えを
深める。

筆者の考え
を読み，意
見交流をし
よう。

7 6

伝統文化を楽
しもう
(狂言柿山伏)

狂言独特の表
現や長子のお
もしろさを意
識し，楽しみ
ながら声に出
す。

「柿山伏」の
おもしろさに
気づく。

◎相手の考え
と自分の考え
との共通点や
相違点を踏ま
えて，自分の
考えを広げた
り深めたりす
る。

複数の狂言
や，その他の
伝統文化を比
べて読み，そ
のおもしろさ
を味わう。

日本に伝わ
る伝統文化
について，
紹介しよ
う。

10 8

作品の世界を
深く味わおう
(やまなし・
イーハトーヴ
の夢)

二つの場面を
比べて読み，
作品の特徴や
作者の思いを
とらえる。

◎場面の様子
をとらえて，
優れた叙述に
気がつく。

本を読んで考
えたことを発
表し合い，自
分の考えを深
める。

複数の本や文
章を比べて読
み，作者のも
のの見方や考
え方について
考える。

宮沢賢治の
他の作品を
読み，読書
生活を豊か
にする。

10 7

言葉について
調べて考えよ
う
(言葉は動く)

自分で調べた
り，例を補っ
たりしなが
ら，読み取
る。

◎時代・世代
による言葉の
違いや変化に
ついて，自分
なりの課題を
もって資料を
読む。

友達の作品を
読み合うこと
で，自分の考
えにはなかっ
たことに気づ
き，自分の考
えをさらに広
める。

言葉につい
て調べ、
「言葉カー
ド」を作り
交流する。

11 5

ものの見方を
広げよう
(『鳥獣戯画』
を読む)

声に出して文
章のリズムを
味わう。

筆者の表現に
着目したり，
図版と文章を
対応させたり
しながら読
む。

◎効果につい
てまとめたこ
とを発表し合
うことで，自
分の考えを広
げたり深めた
りする。

絵を読み，
考えを伝え
合う。

国語科単元指導計画表【第６学年】「Ｃ読むこと」

月
指
導
時
数

単元名
（教材・題

材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動

国語科単元指導計画表【第６学年】「Ｂ書くこと」

月

指
導
時
数

単元名
（教材・題
材）

指導事項（◎：重点的に指導する事項）
主な

言語活動


